
要 望 活 動 報 告 書 

 

実 施 日  平成２６年７月１６日（水） 

要 望 者 

会津総合開発協議会 役員 

 

副会長 喜多方市長          山口 信也 

理 事 （代理）喜多方市議会副議長  佐原 正秀 

理 事 西会津町長          伊藤 勝 

理 事 金山町長           長谷川 律夫 

理 事 金山町議会議長        長谷川 盛雄 

監 事 三島町議会議長        小柴 修一 

 

※福島県鉄道活性化対策協議会（会長 福島県知事 佐藤雄平 氏） 

との合同緊急要望活動。 

要 望 先 

東日本旅客鉄道株式会社 執行役員 新潟支社長 関森 多市郎 様 

 

（ご対応者） 

総務部担当部長 高橋 昌行 様 

営業部担当課長 神田 成弘 様 

広報室長    綿貫 茂  様 

企画室副課長  渋川 淳司 様 

（順不同） 

要 望 事 項 

「台風８号に伴う豪雨によるＪＲ磐越西線喜多方駅～山都駅間の 

災害の早期復旧について」緊急要望活動を実施いたしました。 

 

※詳細につきましては、下記をご参照ください。 



 

要望の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東日本旅客鉄道㈱新潟支社 高橋部長へ要望書を提出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緊急要望内容の説明。 

 

 

 



 

東日本旅客鉄道株式会社 

新潟支社長 関森 多市郎 様 
 
 
 

会津総合開発協議会 
 

緊 急 要 望 書 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

平成２６年７月１６日 
 
 

会津総合開発協議会 

会長 会津若松市長 室井 照平 



会津総合開発協議会 会員名簿 
 

（ 市町村長 ）              （ 市町村議会議長 ） 

会津若松市長  室 井 照 平    会津若松市議会議長  戸 川 稔 朗 

喜多方市長   山 口 信 也    喜多方市議会議長   齋 藤 仁 一 

下郷町長    星     學    下郷町議会議長    佐 藤 一 美 

檜枝岐村長   星   光 祥    檜枝岐村議会議長   星   哲 二 

只見町長    目 黒 吉 久    只見町議会議長    齋 藤 邦 夫 

磐梯町長    五十嵐 源 市    磐梯町議会議長    穴 澤   保 

猪苗代町長   前 後   公    猪苗代町議会議長   長 沼 一 夫 

北塩原村長   小 椋 敏 一    北塩原村議会議長   小 椋   眞 

西会津町長   伊 藤   勝    西会津町議会議長   武 藤 道 廣 

会津坂下町長  齋 藤 文 英    会津坂下町議会議長  古 川 庄 平 

湯川村長    大 塚 節 雄    湯川村議会議長    小 林 孝 一 

柳津町長    井 関 庄 一    柳津町議会議長    伊 藤 昭 一 

三島町長    二 瓶 隆 司    三島町議会議長    小 柴 修 一 

金山町長    長谷川 律 夫    金山町議会議長    長谷川 盛 雄 

昭和村長    馬 場 孝 允    昭和村議会議長    渡 部 長 治 

会津美里町長  渡 部 英 敏    会津美里町議会議長  横 山 義 博 

南会津町長   大 宅 宗 吉    南会津町議会議長   芳賀沼 順 一 



会津総合開発協議会 緊急要望事項 

 

 

台風８号に伴う豪雨によるＪＲ磐越西線喜多方駅～山都駅間

の災害の早期復旧について 

 

このたびの台風８号に伴う梅雨前線の影響により、当地方は 150ｍｍを

超える豪雨にさらされ、ＪＲ磐越西線においては、喜多方駅～山都駅間

で線路下の土砂流出の影響により、列車が区間運休となっております。

現在、バスによる代行輸送が行われているところでありますが、住民  

生活に大きな支障を来しております。 

磐越西線は、福島県郡山駅と新潟県新津駅を結ぶ幹線であり、    

地域住民の通勤・通学、さらには高齢者の通院のための移動手段として

の役割はもとより、福島県・新潟県それぞれの地域輸送や観光路線とし

ても大変重要な役割を担っています。 

つきましては、このまま鉄道ネットワークの寸断が続けば、地域住民

の生活及び経済活動へも大きな影響を及ぼしかねないことから、下記事

項につきまして強く要望いたします。 

記 

被災した鉄道施設の早期復旧を行い、一日も早い運行再開を図ること。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表紙の「   」は昭和４７年公募により制定された会津総合開発協議会

のシンボルマークです。 
 
会津総合開発協議会は、誇りうる郷土会津の輝ける明日を拓くため、「会津はひとつ」の理念のも

と、 
昭和 38 年に全会津 28 市町村が集結、結成され、平成 25 年に設立 50 周年を迎えました。 
これからも、郷土愛と地域開発へのあふれる情熱、そして各市町村の強固な結束力を糧として、 
郷土の発展を願い活動してまいります。 

 


